
北海道大学大学院水産科学研究院 契約職員（特定専門職員）公募 
 

令和４年５月１２日 

 

 

北海道大学大学院水産科学研究院では，下記のとおり契約職員（特定専門職員）を募集することになりまし

たので，お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．募集職種及び人数 

契約職員（特定専門職員） １名 

 

２．勤務場所 

北海道大学函館キャンパス（北海道大学大学院水産科学研究院） 

 

３．職務内容 

・内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」に関する支援業務全般 

・研究成果の公開等，情報発信業務 

・社会連携推進のための情報収集業務 

 

４．応募資格 

・博士の学位を有する者 

・水産・海洋・環境などに関する専門的な知識，スキル，実績を有する者 

・パソコンスキル（Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃｅｌ／ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔなどの基本的な操作） 

・民間企業などでプロジェクトの企画・立案業務に携わった経験を有する者 

   

５．採用予定時期 

令和４年 ７月 １日（試用期間：採用の日から１ケ月間） 

 

６．雇用期間 

採用日から令和５年３月３１日まで 

（ただし，雇用期間満了時の業務量，勤務状況，業務処理能力，雇用経費の財務状況により，次年度以降任期

を更新することがあり得る。雇用契約更新は年度毎とし，最大５年までとする） 

 

７．給 与 等 

①年俸制 本学の規程に基づき，専門知識，業務経験・職歴等により決定 

    （月額 380,000円～500,000円程度） 

②手 当 本学の規程に基づき，通勤手当，超過勤務手当を支給 

 

８．勤務態様 

①勤務日    月曜日～金曜日 

②勤務時間    ８時３０分～１７時００分 

③休憩時間   １２時１５分～１３時００分 

④時間外労働  有  

⑤休 日    土曜日，日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日 

１２月２９日～１月３日，その他大学が指定した日 

⑥休 暇    年次有給休暇，特別休暇（有給）   



 

９．健康保険等   社会保険，厚生年金に加入，労災保険・雇用保険を適用 

 

10. 募集者の名称   国立大学法人北海道大学 

 

11. 受動喫煙防止措置の状況  敷地内禁煙 

 

12. 提出物 

①履歴書（書式自由，写真添付) 

なお，本学に在職経験（非常勤講師・ＴＡ・ＴＦ・ＲＡ・短期支援員等を含むすべての職種）のある方は，当該 

職歴を もれなく記載すること 

②職務経歴書（様式自由） 

③志望理由書（Ａ４の用紙１枚以内） 

※提出物は返却いたしません。採用に至らなかった方の提出物は，適切な方法で破棄いたします 

※提出物に含まれる個人情報は選考目的以外には使用いたしません 

 

13. 提出期限 

令和４年５月２５日（水）１７時 郵送必着 

 

14. 選考方法 

書類選考（必要に応じ書類選考後，候補者に対し面接を実施します。） 

 

※面接を実施する場合には，面接日時を書類選考合格者にのみ５月３１日までに連絡します。 

※面接試験実施の際の交通費等は，自己負担となります。 

※選考内容に関するご質問，お問い合わせ等は一切受付いたしません。 

 

15. 書類提出先 

  提出書類は，郵送により次の提出先に送付してください。 

【提出先】 

〒041-8611 函館市港町３丁目１－１ 

 北海道大学函館キャンパス事務部庶務担当 

 

※封筒表面に「契約職員（特定専門職員）応募」と朱記し簡易書留で送付してください。 

  ※連絡先 TEL：0138-40-5502  Email：shomu@fish.hokudai.ac.jp 

 

16.参 考 

  内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」とは，地方を担う若者が大幅に減少する中，地域の人材への投

資を通じて地域の生産性の向上を目指すため，地方大学・産業創生法（平成３０年５月成立～地域における大学

の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修学及び就業の促進に関する法律）に基づく交付金として創設さ

れた「地方大学・地域産業創生交付金」に，函館市が北海道大学を主たる協力機関として申請し採択されたもの

で，令和４年４月から事業が開始されている。 

  事業は，事業名『魚介藻類を核とした持続可能な水産・海洋都市の構築～地域カーボンニュートラルに貢献す

る水産養殖の確立に向けて～』として，海洋環境の変化に伴い漁獲量が激減し，高収益かつ安定供給可能な水産

物の創出が急務であるため，地の利（寒冷環境，高等教育・研究機関の存在）を活かしたキングサーモンとコン

ブの完全養殖生産を合わせて行う地域カーボンニュートラル養殖研究を推進し，その現場での教育研究により企

業と若者を集め地域に定着させることで，持続可能な水産・海洋都市を実現するものである。 


